
概 要

目 的 大学における学術研究の発展に資するため， 基礎生物学に関する総合研究を行うこ

とを目的とする。 生命現象の基礎的事項の究明を目標とし， 動物 ・ 植物を対象に， 生物の基本単

位である細胞の構造 ・ 働き ・ 増殖 ・ 分化， 器官の形成， 外界からの刺激に対する生体の反応 ・ 制

御等について総合研究を行う。

設置形態 国立学校設置法の一部を改正する法律（昭和56年法律第23号）の施行により， 従来

の分子科学研究所， 基礎生物学研究所及び生理学研究所を一体的に運営する文部省所轄の国立大

学共同利用機関として岡崎国立共同研究機構が設置された。

この機構は， 3研究所がそれぞれ研究目的に則して運営上の独立性を生かしながら，有機的な連

携を保つ体制が取られている。

共同利用 全国の大学の教員その他の者で， 研究所の目的たる研究と同 一の研究に従事する者

の利用に供すると共に共同研究を行う。

大学院教育 国立大学その他の大学の要請に応じ， 当該大学の大学院における教育に協力する。

国際交流 基礎生物学の分野の国際的な学術交流を活発化するため， 研究者の交流や国際シン

ポジウム等を開催する。

運営組織 研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について所長に助言する評議

員を置き， 共同研究計画に関する事項その他の研究所の運営に関する重要事項で， 所長が必要と

認めるものについて所長の諮問に応じる運営協議員を置く。

事務組織 研究所の事務は， 岡崎国立共同研究機構管理局が処理する。
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